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野村マイクロ　超純水製造装置 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超純水は、あらゆる精密機械・医薬品に必要不可欠 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超純水は半導体製造プロセスで超重要 
微細化が進む程、使用量が増える（歩留まりに大きく影響） 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近年は半導体向けが9割超と、需要が急速に増加 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業績・資本効率性ともに急上昇（だった） 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今期中間期決算では、対前年比で大きく落ち込む 



主要取引先

野村マイクロ

オルガノ







野村マイクロの業績推移予想







マイナビニュース

https://news.mynavi.jp/techplus/article/20240202-2875531/?gpt=newspicks&utm_source=newspicks&utm_medium=rss
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中計で示す右肩上がりの成長路線は、いばらの道！？ 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アフターメンテ比率 

元々はメンテナンス比率約3割。 
 
足元は旺盛な受注状況により比率は下がるも、装
置導入増に伴い、時間差でメンテナンス売上も上昇
することが期待できる。 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競合比較 

野村マイクロ：北米案件が伸びる。 
オルガノ：特に近年は日本案件の伸びが大きい。 
栗田工業：特に近年は近年は日本案件の伸びが大きい。 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超純水を手掛ける領域が広いほど利益額は大きいが 
資本効率性は低くなる 

野村マイクロ 
半導体向け売上構成：9割超 
半導体向け世界シェア：10～15％ 

オルガノ 
半導体向け売上構成：7割前後 
半導体向け世界シェア：20～30％ 
製薬・食品・化学・機械 
 

栗田工業 
半導体向け売上構成：4.5割 
半導体向け世界シェア：35～45％ 
幅広い業界に対応すべく、設備の標準
化進む。鉄鋼・紙パルプなど重厚長大
型産業向けも。 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強み・機会 

【強み】 
・サムスン向けの実績  
・半導体向けに特化したエンジニアリング  
（超微量分析技術・サステナブル・カスタマイズ力、エネ
ルギー効率、省スペース）  
・領域特化により競合より資本効率性が高い  
・半導体業界内でも景気変動リスクが低い（超純水は
生産量に関わらず不純物除去に使う樹脂や薬品の性
能維持のために水を流し続ける必要がある）  
・アフターメンテ比率が高い  

【機会】 
・先端半導体市場の成長  
　⇒先端品になるほど洗浄工程が増加する  
・地政学リスクに伴う工場分散  
　⇒生産量よりも工場（ライン）の稼働数に業績が連
動する 
・高いスイッチングコストに基づく大口顧客からの継続
的な受注 

【弱み】 
・半導体業界以外の領域は弱い  
・世界最大ファウンドリ・TSMCは  
　オルガノのシェアが高い  
 
 

【脅威】 
・研究開発競争リスク  
・為替リスク 
・災害リスク 
・地政学リスク 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